
報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術奨励賞受賞者功績概要 

 

氏   名 安藤 勝祥（４２歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 旭川医科大学内科学講座 助教 現住所 旭川市 

＜功績名＞ 

「医師偏在・不足を補う炎症性腸疾患の診断・鑑別に有用な AI ソフトウエアの研究開発」 
 
＜功績の内容＞ 

潰瘍性大腸炎(UC)とクローン病(CD)を中心とする炎症性腸疾患(IBD)は、根治治療のない難
治性疾患であるが、患者数が増加しており、本邦で 30 万人前後、道内には 1 万 5 千人程度の患
者がいるとされ、専門医の不足・偏在や早期診断が困難であることが問題点である。 
 氏はこれまで、北海道科学技術総合振興センターの支援および札幌市内の企業である株式会
社サンクレエとの共同研究により、UC と CD の内視鏡診断を補助する深層学習モデルの検証を
進め、UC・CD を高精度に鑑別し、説明可能 AI による診断根拠表示を搭載した AI ソフトウエア
を開発し、国内・国際特許申請を行った。効率的な学習モデル確立に有用な画像補正の自動化
も確立した。 
 道内の患者増と医師偏在・不足に伴う負担軽減と早期診断による予後の改善に向け、道内医
療機関・企業との産学連携による社会実装を目指した取り組みを進めている。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

平成１２年 ３月 北海道旭川東高校卒業 

平成１９年 ３月 旭川医科医大学医学部医学科卒業 

平成１９年 ４月 旭川医科大学病院 初期研修医 

平成２１年 ４月 旭川医科大学病院 第三内科医員 

平成２６年 ３月 旭川医科大学大学院医学研究科修了（医学博士） 

平成３１年 １月 旭川医科大学病院 第三内科助教 

令和 ４年１０月 旭川医科大学内科学講座 助教 

令和 ６年 ４月 旭川医科大学消化器診療連携講座 特任講師（兼務） 

～現在 

 

（受賞歴） 

令和 元年１２月 AOCC(アジア炎症性腸疾患学会)2020  Investigator Award 

令和 ２年１１月 第 12 回日本炎症性腸疾患学会 優秀賞 

令和 ３年 ４月 第 49 回日本消化器病学会 奨励賞 

令和 ３年１０月 JDDW(日本消化器関連学会週間)2022 日本消化器病学会会長賞 

 



報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術奨励賞受賞者功績概要 

 

氏   名 泉 佑太（３１歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 室蘭工業大学大学院工学研究科 准教授 現住所 室蘭市 

＜功績名＞ 

「土砂災害対策と社会インフラ維持管理に資する先端リモ―トセンシング技術の開発と実装」 
 
＜功績の内容＞ 

気候変動の進行に伴う地滑りなどの土砂災害に加え、社会インフラの老朽化に起因する損傷
は、地域社会の脆弱性を高める要因として懸念されている。特に北海道においては、多くの自
然斜面が火山灰質土に覆われており、風化による土砂災害が頻発している。そのため、適応的
かつ強靭な社会の構築が喫緊の課題となっている。 
 こうした状況を踏まえ、氏はリモートセンシング技術の一つである合成開口レーダ（SAR）を
用いた、地滑り早期警戒情報システムの開発に取り組んでいる。当該システムは、北海道を中
心とする複数の地滑り斜面において実装が進められている。これにより、昼夜や天候に左右さ
れず、人の立ち入りが困難な場所であっても、遠隔から地表変動を面的かつリアルタイムに計
測できる。さらに、本技術を橋梁等の社会インフラの健全性評価へと展開しており、災害発生
後の迅速な損傷把握や、供用安全度の定量的評価を可能とする効率的なインフラヘルスモニタ
リングの開発も精力的に推進している。 
 加えて、氏は室蘭工業大学クリエイティブコラボレーションセンターにおいて、計測工学、
情報工学、土木工学分野の研究者や地方自治体・開発局と連携し「融合知」の形成を目指す拠
点「先端リモートセンシングラボ」を設立し、技術の社会実装に取り組んでいる。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

平成２６年 ３月 仙台高等専門学校電子制御工学科卒業 準学士取得 

平成２８年 ３月 千葉大学工学部情報画像学科卒業 学士（工学）取得 

平成３０年 ３月 千葉大学融合科学研究科博士前期課程修了 修士（工学）取得 

平成３０年 ４月 日本学術振興会 特別研究員 (DC1) 

令和 ３年 ３月 東北大学環境科学研究科博士課程後期３年の課程修了 博士(学術)取得 

令和 ３年 ４月 東京大学日本学術振興会 特別研究員 (PD) 

令和 ４年 ３月 室蘭工業大学大学院工学研究科 助教 

令和 ７年 ７月 室蘭工業大学大学院工学研究科 准教授 

～現在 

 

（受賞歴） 

平成３１年 ３月 IEEE GRSS Japan Chapter Young Researcher Award, 

IEEE GRSS All Japan Joint Chapter 

令和 ５年 ９月 ノーステック財団理事長賞 

 



報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術奨励賞受賞者功績概要 

 

氏   名 北川 裕一（４０歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 北海道大学大学院工学研究院 准教授 現住所 札幌市北区 

＜功績名＞ 

「高色純度の赤色光を強く放つ発光体の開発」 
 
＜功績の内容＞ 

現在、光産業の中において発光体の開発が重要視されており、日本の産学の取り組みは先端
的な技術開発において世界をリードしている。氏は大きな光吸収能力を持つ有機パーツと発光
機能を示すユウロピウム金属を組み合わせることで、紫外線および青色光を高色純度の赤い光
に効率良く変換できる発光体の開発にそれぞれ成功した。 
これらの学術的な研究業績の多くは社会実装につながることが期待されている。 

 さらに近年、科学技術振興機構からのサポートを得て(A-Step(産学育成))、社会実装実現に
向け、高耐久型発光体の開発にも成功した。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

平成２０年 ３月 早稲田大学理工学部応用化学科卒業学士(工学) 

平成２２年 ３月 東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻修士(工学) 

平成２５年 ３月 東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻博士(工学) 

平成２５年 ４月 日本学術振興会 特別研究員(立命館大学) 

平成２６年 ５月 北海道大学工学研究院 特任助教 

平成３１年 ４月 北海道大学工学研究院 特任講師 

令和 ３年１０月 北海道大学工学研究院 准教授 

～現在 

 

（受賞歴） 

令和 ３年 ９月 2021 年度光化学協会 奨励賞  

令和 ４年 ３月 北海道大学工学研究院 若手教員奨励賞  

令和 ５年 ２月 日本化学会北海道支部 奨励賞 

令和 ６年 ５月 日本希土類学会 奨励賞 

 



報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術奨励賞受賞者功績概要 

 

氏   名 齋藤 悠城（３５歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 札幌医科大学保健医療学部理学療法学科 教授 現住所 札幌市北区 

＜功績名＞ 

「運動効果の多様性と根源的メカ二ズム解明を基盤とした健康長寿社会の創成」 
 
＜功績の内容＞ 

 「運動」は健康寿命に重要な要因として知られているが、加齢や疾患によって運動効果が低
下するメカニズムは不明であった。氏は、運動時に骨格筋の再生を促す有益な「ヘルパー老化
細胞」が一時的に出現し、役目を終えると速やかに除去されることで、正常な運動効果が発揮
されることを発見した。 
 一方で、筋肉に慢性的な炎症があると、ヘルパー老化細胞が誘導されず、運動の効果が著し
く低下することを明らかにした。この発見は、一般に有害と考えられてきた老化細胞に、組織
再生を誘導する有益な機能があることを解明したものであると同時に、「細胞老化-除去-再生」
という一連のプロセスが、我々の生命を維持する重要な仕組みであることを示すものであり、
その新規性から Nature Communications 誌への掲載や国際的な学術賞の受賞など、国内外で高
く評価されている。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

平成２４年 ３月 青森県立保健大学健康科学部卒業 学士 

平成２５年 ４月 伏見啓明整形外科骨粗鬆症クリニック 理学療法士 

平成２６年 ３月 札幌医科大学大学院保健医療学研究科博士課程前期修了 

修士(理学療法学) 

平成３０年 ３月 札幌医科大学大学院医学研究科博士課程修了 博士（医学） 

平成３０年 ６月 米国メイヨークリニック整形外科学講座  

Tendon & soft tissue biology 研究室 博士研究員 

令和 元年 ７月 札幌医科大学医学部解剖学第二講座 特任助教 

令和 元年 ９月 札幌医科大学医学部解剖学第二講座 助教 

令和 ３年 ６月 札幌医科大学医学部解剖学第二講座 講師 

令和 ７年 ４月 札幌医科大学保健医療学部理学療法学第二講座 教授 

～現在 

 

（受賞歴） 

令和 ２年 ２月 米国整形外科基礎学会 New Investigator Recognition Award (NIRA) 

令和 ３年 １月 札幌医科大学大学院医学研究科 若手研究者最優秀論文賞 

令和 ５年 ７月 第 44 回日本炎症・再生医学会 優秀演題賞 

令和 ５年１２月 米国細胞分子生物学会/欧州分子生物学機構合同会議 

Top-scoring abstracts 



報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術奨励賞受賞者功績概要 

 

氏   名 松野 啓太（４２歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 
北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所 

准教授 
現住所 札幌市西区 

＜功績名＞ 

「北海道における新興ウイルス感染症の研究」 
 
＜功績の内容＞ 

氏は、主に北海道における新興ウイルス感染症の問題に取り組み、様々な成果を挙げている。
中でも、マダニが媒介するエゾウイルス感染症を発見し、エゾウイルスに関連する一連の研究
を精力的に進めてきた。また、エゾウイルス以外のダニ媒介性ウイルスや、新型コロナウイル
スの研究においても全国の研究者と共同して北海道の公衆衛生向上に資する基盤的研究成果を
複数発表している。 
 マダニは、自然豊かな地域に生息する節足動物で、吸血のために人や動物を刺咬する。その
際、さまざまな病原体を媒介する。氏は、市立札幌病院および北海道立衛生研究所などと共同
で、マダニに刺された後に発熱した患者より未知のウイルスを発見し、エゾウイルスと命名し
た。また、エゾウイルスの分離培養に成功し、エゾウイルスが病原ウイルスであることを実験
動物モデルを用いて証明したほか、野生動物やマダニにおけるエゾウイルス感染状況を明らか
にするなど、自ら発見したウイルスについての研究を多角的に展開している。エゾウイルス感
染症は、日本国内でウイルスの発見から病原体の証明まで実施された史上初のウイルス感染症
である。北海道内ではこれまでに各地から 22 例のエゾウイルス感染症患者が見つかっており、
氏の功績はこれらの患者の病因診断に必須のもので、道民の健康に直結するものである。 

 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

平成１３年 ３月 岐阜県立岐阜高等学校卒業 

平成１９年 ３月 北海道大学獣医学部獣医学科卒業 

平成２３年 ３月 北海道大学大学院獣医学研究科博士課程修了 

平成２３年 ４月 米国 NIH Visiting Fellow 

平成２６年１２月 北海道大学大学院獣医学研究院 講師 

令和 ２年 ７月 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 講師 

令和 ４年１２月 北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所 准教授 

～現在 

 

（受賞歴） 

令和 ４年１１月 日本ウイルス学会 杉浦奨励賞 


